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衆
議
院
議
員
櫛󠄁
渕
万
里
君
提
出
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
推
進
室
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
櫛󠄁
渕
万
里
君
提
出
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
推
進
室
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
推
進
室
は
、
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
二
十
四
条
及
び
内
閣
官
房
組

織
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
決
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
推
進
室
に
関
す
る
職
務
は
、
小
野
田
紀
美
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
推
進
担
当

大
臣
、
鈴
木
隼
人
内
閣
府
副
大
臣
及
び
若
山
慎
司
内
閣
府
大
臣
政
務
官
が
担
当
す
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
専
任
職
員
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、
外
国
人
と
の
秩

序
あ
る
共
生
社
会
推
進
室
に
所
属
す
る
職
員
は
、
八
十
七
人
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
室
に
併
任
さ
れ
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
外
国
人
」
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下



 

２ 

 

「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
に
定
め
る
外
国
人
と
同
義
で
あ
り
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
を
い
い
、
お
尋
ね

の
「
永
住
者
、
特
別
永
住
者
、
日
本
人
の
配
偶
者
等
、
永
住
者
の
配
偶
者
等
及
び
定
住
者
」
を
含
む
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
秩
序
」
と
は
、
一
般
に
、
「
物
事
の
条
理
。
物
事
の
正
し
い
順
序
・
筋
道
。
次
第
。
・
・
・
特
に
、
社
会
な

ど
の
規
則
立
っ
た
関
係
。
（
出
典 

広
辞
苑
）
」
を
意
味
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
共
生
社
会
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
四
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）
が
「
外
国
人
と
の

共
生
の
在
り
方
は
世
界
各
国
で
様
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
日
本
の
現
実
に
合
っ
た
共
生
社
会
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
日
本
人
と
外
国
人
が
お
互
い
尊
重
し
、
安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
、

こ
う
し
た
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

六
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
外
国
人
」
に
つ
い
て
は
、
入
管
法
第
二
条
第
一
号
に
定
め
る
外
国
人
と
同
義
で
あ
り
、
日
本
国
籍
を
有
し
な

い
者
を
い
い
、
お
尋
ね
の
「
永
住
者
、
特
別
永
住
者
、
日
本
人
の
配
偶
者
等
、
永
住
者
の
配
偶
者
等
及
び
定
住
者
」
を
含
む
。 

六
の
２
及
び
３
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
一
部
の
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
や
迷
惑
行
為
、
各
種
制
度
の
不
適
切
な
利
用
」
及
び
「
国
民
の
皆
様
方
が
不
安

や
不
公
平
を
感
じ
る
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
令
和
七
年
七
月
十
五
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
林
内
閣
官
房
長
官

（
当
時
）
が
「
外
免
切
替
に
よ
り
運
転
免
許
を
取
得
し
た
外
国
人
が
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
事
例
が
あ
る
ほ
か
、
外
国
人
の

社
会
保
険
料
の
納
付
率
が
日
本
人
と
比
べ
て
低
い
と
の
調
査
結
果
や
、
「
経
営
・
管
理
」
の
在
留
資
格
の
許
可
基
準
が
他
国

と
比
べ
て
緩
や
か
で
あ
る
た
め
、
民
泊
経
営
を
口
実
に
「
経
営
・
管
理
」
の
在
留
資
格
を
取
得
し
、
我
が
国
に
移
住
す
る
者

が
増
え
て
い
る
と
い
っ
た
指
摘
な
ど
が
あ
る
も
の
と
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
外
国
人
が
日
本
社
会
に
不
安
や
不
公
平
を
感
じ
る
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
を

網
羅
的
に
把
握
し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
、
外
国
人
労
働
者
に
関
し
て
は
、
令
和
四
年
十
一
月
十
七
日
の
参
議
院
法
務
委
員

会
に
お
い
て
、
齋
藤
法
務
大
臣
（
当
時
）
が
「
法
務
省
が
実
施
し
た
令
和
三
年
度
在
留
外
国
人
に
対
す
る
基
礎
調
査
な
ど
か

ら
、
委
員
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
職
場
な
ど
社
会
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
外
国
人
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
が

生
じ
て
い
て
、
そ
の
個
別
事
案
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
意
識
醸
成

と
い
う
も
の
が
や
っ
ぱ
り
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
法
務
省
も
い
ろ
い
ろ
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
の
問
題
は
非
常
に
重
い
問
題
だ
と
思
っ
て
、
私
と
し
て
も
、
こ
の
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
の
問
題



 

４ 

 

に
つ
い
て
は
、
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
個
別
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、
差
別
や
偏
見
の
な

い
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
と
お

り
で
あ
る
。 

六
の
４
に
つ
い
て 

 
 

労
働
者
の
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
内
に
お
い
て
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
て
は
、
労
働
基
準
関
係
法
令

の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
労
働
基
準
関
係
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
事
業
主
に
対
し
て
、
そ
の
是
正
を
求
め
る
と

と
も
に
、
重
大
又
は
悪
質
な
労
働
基
準
関
係
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
刑
事
事
件
と
し
て
取
り
扱
う
な

ど
、
厳
正
に
対
処
し
て
い
る
。 

六
の
５
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

外
国
人
土
地
法
（
大
正
十
四
年
法
律
第
四
十
二
号
）
は
、
第
一
条
が
相
互
主
義
の
観
点
か
ら
、
第
四
条
が
「
国
防
上
必
要

ナ
ル
地
区
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
政
令
に
よ
り
外
国
人
及
び
外
国
法
人
の
土
地
取
得
等
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を

定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
委
任
に
基
づ
く
政
令
等
の
制
定
に
関
し
て
は
、
令
和
六
年
二
月
六
日
の
衆
議
院
予

算
委
員
会
に
お
い
て
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）
が
「
外
国
人
の
土
地
取
得
等
に
対
す
る
制
限
を
政
令
に
包
括
的
、
白



 

５ 

 

紙
的
に
委
任
し
て
お
り
、
憲
法
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
等
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
政
令
を
制
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

六
の
５
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
第
十
二
号
、
農
地
法

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
条
の
三
、
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年

法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等
に
お
け
る
土
地
等
の
利
用
状
況
の
調
査
及

び
利
用
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
れ

ら
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の
取
得
に
係
る
必
要
な
報
告
等
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
土
地
を
取
得
し
た
者
の
国
籍

を
含
め
た
情
報
を
把
握
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
必
ず
し
も
日
本
国
内
に
お
い
て
外
国
人
が
取
得
し
た
全
て
の
土

地
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
推
進
室
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討
の

上
、
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
（
令
和
七
年
度
改
訂
）
」
（
令
和
七
年
六
月
六
日
外
国
人
材



 

６ 

 

の
受
入
れ
・
共
生
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）
を
改
訂
す
る
な
ど
し
て
示
す
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
「
外
国
人
と
の
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
（
令
和
四
年
六
月
十
四
日
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
決
定
、
令
和
七
年
六
月
六
日
一
部
変
更
）
を
変
更
す
る
な
ど
し
て
示
す
こ
と
は
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。 


